
【一社）京都府農業会議　「１市町村１事例づくり」様式】

１　農業委員会の体制と市町村行政との連携状況

２　地区の特徴、状況、課題

３　委員による継続した話し合いの取組内容 ４　成果（地域計画の実行に向けた取組内容）

※事例候補（地区連絡会議の単位が望ましい）の選定や作成にあたっては、農業会議の現地推進役と相談してください

「地域計画（青谷地区）策定検討会」
京都府　城陽市農業委員会　青谷地区連絡会議

○　農地利用最適化推進委員：

○　農業委員　　　　　　　：

（　写　真　）○　事務局職員　　　　　　：

○　関係団体（名称のみ）

参加

参加

参加

土地改良区等

○　市町村行政との連携状況： 有り

目標地図案について、策定区域内における自己管理の意向や

未回答の農地については「現状耕作者」を担い手として当て

はめ、貸したい・売りたい意向の農地は「今後検討」と整理

することで了承された。

（特徴）中、市辺を中心に梅の生産が盛んな地区であり、京都府内で一番の梅の産地となっている。

（状況）認定新規就農者が１名誕生し、他の産業から農業分野に参画する事業者もみられる。

（課題）７５歳以上の農業者の増加に伴い、規模縮小や離農を希望する者が増加する可能性がある。

〇令和６年９月３日　地域計画策定検討会（第１回）を開催

　参加者：農業委員、推進委員、認定農家、農業会議、京都府、ＪＡ

〇令和６年１１月１日　地域計画策定検討会（第２回）を開催

　参加者：農業委員、推進委員、認定農家、農業会議、京都府、ＪＡ、

　　　　　農家組合長、土地改良区

京都府


